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要 旨 1910年代、イタリア未来派画家ジャコモ・バッラ (GiacomoBa1la)は、当時のメンズスーツ

に革新的なアイデアを持ち込み、 19世紀初頭から続いていたメンズスーツの固定化したスタイルの改

草を試みた。同時代のヨーロッパは20世紀初頭にイタリアで誕生した未来主義があらゆる分野に姿を

見せ始めた時期でもある。未来主義者はイタリアの伝統に過度の重みを感じ、その歴史的遺産を破壊し

ようとしていた。次々と宣言を発表し、その全てが破壊しなければならないものに向けられた。そのひ

とつに 1914年5月「回泊施畑町MASα正町民汀U郎官Manifeste(未来派男性衣装宣言)Jと同年9

月「正 VES百roANTINEUTRALE Manifesto白turista(未来派反中立衣装宣言)Jがある。それは暗い色、

対称的なシルエット、糊のきいたカラーやカフスといった伝統的なメンズスーツを廃止し、軽快で、衛

生的、そしてダイナミックな色やデザインといった未来派的な新しい衣装を提案したものであった。成

功するには至らなかったものの、今でも内容的に高い関心を持たれている。本論文では、パッラが創作

した未来派スーツと各衣装宣言に書かれた内容と意味主張について未来派との関連において調べてみた。

I はじめに

現代メンズスーツにみる特徴的な要素のひと

つである暗く地味な色、そして控えめな装飾と

いった固定化したスタイルは、 19世紀前半に

あらわれた新しい価値観ダンディズムによって

形を整え、 19世紀後半に現在の紳士服の形を

完成させた。それ以降メンズスーツには大きな

変化がみられなくなり、その美意識が20世紀

まで受け継がれている。

そのようなメンズファッションの歴史の中で

スーツの改革というのが幾度か試みられてい

る。

1910年代のローマで活動した未来派画家ジャ

*本学講師西洋服装史

コモ・パッラ GiacomoBalla (1871 ~ 1958) は、

保守的な傾向にあった当時のメンズスーツに斬

新なデザインを表明した。 1910年代から 30年代

にかけて、ファッションはアートとの関わりを

強め、新しい時代に合った美意識、そして新し

い衣装の創造に取り組んだ時期であった。アー

テイストによるメンズファッションの改革が試

みられたのもその頃である。

パッラは、 1871年トリノに生まれ、美術アカ

デミーで学んだ後、 1895年ローマに移り制作活

動に入った。 1900年に彼は働きながらパリに6

ヶ月間滞在した。そこで彼はアートよりもむし

ろパリファッションに驚きを憶え、そのことが

彼にとって生涯を通じファッションに対し強く

鋭い関心を持ち続ける要因のひとつとなる。ロ

ーマに戻った後は、画家としての実績を積みな

がら頻繁に展覧会にも出品していた。
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20世紀初頭の重要な芸術運動のーっとされる

未来主義はイタリアで誕生した。未来主義とは、

重すぎる伝統と近代国家としての立ち遅れに苛

立っていたイタリア青年たちによるナショナル

な特殊背景を背負った革新運動である。当初は

文学から始まったが、時間を待たずして絵画、

彫刻、建築、演劇、音楽、映画など生活芸術全

般に広まった。そして同時代のヨーロッパ芸術

界に大きな影響を与えた。この運動の第一立役

者は詩人フイリッポ・トンマーゾ・マリネッテ

イF.T.Marine岨 (1876~ 1944)である。彼は 1909

年2月20日パリの日刊紙『ル・フイガロ』に

「未来派宣言Jを発表し、抜群の企画力と行動力

でこの運動をイタリアの内外に広めた。その宣

言文には「この世は新しい美によって輝きを増

した。スピードの美である。レーシング・カー

の車体は激しく息を吐く蛇にも似た大型のパイ

プで飾られている。散弾上を走っているかのよ

うに叫ぶ自動車は、サモトラケの勝利の女神ニ

ケよりも美しい。Jr今日の美は闘争の中のみに

ある。」といった言葉が書かれ、イタリアの若者

の参加を呼びかけた。彼らは文化や政治にみら

れる過去の遺産と伝統的な価値を一切否定し、

スピードと機械工学の戦争で象徴される現代の

ダイナミズム、そして攻撃的な愛国主義を貫い

た。すなわち未来派の使命とは、力および運動

の感覚を起こさせることにあるとし、そこには

速力、冒険、闘争、盲目的な愛国精神、機械の

賛美があった。

この未来派宣言の翌年、 1910年2月、パッラ

はマリネッテイのすすめで弟子のボッチョーニ

U.Boccioni、セヴエリーニ G.Severini、カツラ

C.Carra、ルツソロL.Russolo1
)とともに「未来派

画家宣言」に署名し、「新時代に生きるためにふ

さわしい生活と様式を創造し、その発表を必要

とする。このためには一切の過去を破壊して新

しいものを建設しなくてはならない」と宣言し

た。以後1910年から 1916年にかけて音楽、彫刻、

建築、映画などの多彩な分野に渡り、未来派の

活動としての一大特徴とされる各種宣言が続々

と発表された。

メンズスーツをめぐるパッラ署名の最初の宣

言は 1913年5月LEVETEMENT MASCULIN 

R汀U悶STEManif回 te(未来派男性衣装宣言)で

ある。続いて 1914年 9月 ILVESTITO 

AN1到EUτRALEManifesto白turis阻(未来派反中

立衣装宣言)が発表された。

パッラに関しては近年、幾度か展覧会が開か

れていることから内容的にも関心の高いことが

わかる。 1996年夏のモスクワにおけるパッラ

展2)、またパッラや当時のアーテイストの活躍

をたどった 1997年ニューヨークにて「アートと

ファッション展ART/FASHION3
)J、そして 1998

年ロンドンにて「世紀みつめてAddressingthe 

Cen伽y4)Jなどがある。最近では、 1998年の冬、

ローマにおいてパッラ展が聞かれ、今でも注目

されている。

これらのカタログから見る限り、現在の我々

においてもその創意には惹きつけられる。発想、

の新しさ、ユニークさには眼をみはるものがあ

り、また数多くのデッサンが残っていることか

らも、興味がそそられる。それが今でも風化し

ない理由であろう。私はこの着想が、どういう

ことから生まれたのかを知りたいと思い、そこ

から未来派に興味を抱き本論文をまとめるに至

った。そこで、パッラの発想、を知るために、先

の二つの宣言を詳細に読み取ることにした。資

料には未来派に関する最近の研究書、エンリー

コ・クリスポルティによる『未来派とファッシ

ヨン.] (Crispolti， E .IL FL庁別'SMOE LA MODA)5) 

を主に使用した。

E パッラの未来派スーツの創作

1912年7月18日にデュッセルドルフから、ロ

ーマの家族に宛てた手紙がある。この年はマリ

ネッテイの運動に参加し画家宣言に署名した2

年後のことである。またファッションの分野に

おいて未来主義者たちがはっきり関心を示した

初出の史料のひとつとされている。

「私の衣装は大好評である。とりわけ明るく

格子柄の最新作は脱ぐわけにもいかず着た
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ままで街にくりだすはめになったが、人々

には好奇の目でじろじろ見つめられてた。

こんなことは滅多にないことだからこれか

らも着続けるよ。 6)J 

デユツセルドルフには個人教授をしていた生

徒の一人、ローヴェンシュタイン夫人の家の室

内装飾をするために滞在していた。その最新作

の衣装は「明るく J、「格子柄」というもので、

これ以降バッラの意匠には見られない。また制

作時期ははっきりしておらず、むしろ習慣とし

てこうした衣装を着用していたと考えられてい

る。彼は同年の秋に再び、デユツセルドルフに訪

れ、その折に家族に宛てた書状の中で、次のよ

うに言っている。

「白い紐のついた黒服は好評作。ローヴェン

シュタイン夫人は自分にもエリーザ(バッ

ラの妻)にピロ}ドで作ってほしいと言っ

ている。(パッラの妻は家でこのような衣装

を作成していた。) 夫(ローヴェンシュタ

イン氏)がローマに行った際にデユツセル

ドルフに持ち帰ってほしいと頼まれた。

(1912年11月18日)7) J 
これは、 1912年の夏に作成されたもう一着の

未来派衣装を指している。この衣装は現存する

デッサン(図 1) とほぼ一致し、上着は衿なし

で白く縁取られている。ズボンにも同様の白い

縁取りがあった。エリーザのためにビロードで、

というのはこの衣装が女性服と共通できる点で、

後の未来派の女性服に対するプランが既にこの

時点であったことカfわかる。しかしなカすら、当

時、パッラの関心はもっぱら男性用でしかも自

分自身のものであった。これら 2通の書簡以前

の衣服に関する記録はみられないが、その年に

描かれた2点のデッサンが現存する。パッラは、

当時未来派の衣装係り的存在であった。クリス

ポルテイは、デユツセルドルフで着用されたも

のとともにこれらをパッラの未来派男性衣装プ

ラン第1期としている 8)。デッサンは白い縁取り

の衣装と類似したもので、一点はスーツ、シャ

ツ、帽子、靴、手袋で、そのスーツは黒無地の

衿なしで前身頃が高い位置で斜めに裁断され、

シャツは衿を折りたたみ三角の小さなネクタイ

をつけている。ズボンも無地である。帽子には

つばがあり 2本のテープがついた多角形である。

白い手袋には黒のマークが入札靴は白と黒の

2色使いで、そこにはステッキも描かれている。

一見エレガントな外出着である(図2)。もう一

点は、上着、シャツ、三角形のネクタイである

(図3)0三角形は運動経路という未来主義の原点

を表現し、その象徴であった。

他方、当時のパッラについてマリネッテイは

1930年代の初めに思い出として語っている。

，.~ 

図1 1912年のデッサン

個人蔵

図2 1912年のデッサン

個人蔵

図3 1912年のデッサン

個人蔵
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図4 1913年のテキスタイルデザイン、個人蔵

図5 1913年のテキスタイルデザイン、個人蔵

「直立不動で、アシンメトリーの鮮やかなブ

ルーのジャケットを着込み、小さなガラス片

と小さな鈴と金箔をかぶせた木片とで

ネク夕イの上に腕を組んで、立つていた0
9
)J 

このように、パッラは 1910年代初めから

自ら独創的な衣装に身を包んでいたことがわ

かる。

彼は、 1912年の初めの何ヶ月かは、未来派衣

装というよりもむしろ自分のための衣装をイメ

ージし、自分自身の個性的なイメージを衣装に

提起したと考えられている。そこには二つの要

点があった。一つは経済的な理由により家具や

衣服に至るまで全て自分自身で作り上げていた

ことによる実用性やシンプルさを感覚的に身に

つけていたこと、二つめは自分の個性でその存

在を示す強い意思と独自性であった。そこで彼

は、時代が求める実用性やシンプjレ性に新しい

威信を与え、革新的芸術家として着こなし、独

自の非凡なエレガンスの法則を備え、空想的で

図6 1913年のテキスタイルデザイン、個人蔵

しかもはっきりとした新しさを持って、と言う

ことで、あった則。そして、彼が未来派に同調し始

めるのは 1913年に入ってからで、未来派のグル

ープ展に最初に登場するのと同じ頃である。

1911年の未来派の理論を具体化する最初の試み

であったミラノの展覧会には出品せず、 1913年

のローマでの未来派展に初めて参加した。未来

派は 1912年の2月にパリで聞かれた展覧会が広

く注目され、その後ヨーロッパ各地に巡回され

た。その年は未来派がイタリアの一地方の運動

ではなく国際的な革新芸術のひとつとしての位

置を占めるようになった年であり、日常の各場

面で未来派的革新が認められた時期でもあった。

1913年、パッラは未来派のテキスタイルデザ

イン(図4，5， 6) を発表する。それは 1912年

にデザインし作成された服に見られた「格子

柄」、「無地Jを一掃するためであった。そこに

は、 1912年から 13年にかけて展開された動的分

析における複雑なモチーフをテキスタイルデザ
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インとして取り込む考えが欠如していたからで

ある 11)。そして、このテキスタイルデザインが

1914年の彼の最も知られた服のデザイン(図7，

8， 9) に当てられた。カッテイングに関しても、

ラインが一層強調されていることがわかる。こ

の時の服のデザインは、色の指定は異なってい

るがその年に発表された各宣言のリーフレット

に使われた服のデザイン 2点に一致している。

そのため、 1913年のテキスタイルデザインと

1914年の服のデザインは一連の仕事で1913年末

から 14年初期と推定され、共に宣言のために作

成されたと考えられている 12)。

m LE VETEMENT MASCULlN FUTU-
RISTE Manifeste 

1914年5月20日、パッラ署名による LE

v孟百M凹 T MASCUL町 H汀限ISTEManif蹴

(未来派男性衣装宣言) (図 10)が発表される。

この時点ではフランス語版のみであった。未来

派にとってこの年は、未来主義運動の努力が最

高潮に達し、彼らが最も高揚した時期である。

「未来派男性衣装」

申旦

人々は常に喪服か19世紀から続いている重

図7 1914年の服のデザイン

個人蔵

苦しい鎧、そして堅苦しく退屈なマントを着

ている。男性の体は常に黒い色で悲しみ、ま

たベルトに縛られ、あるいはドレーパリーに

押しつぶされてきた。

中世やルネサンスの聞を通して衣服は常に

色を持っていたO そして変化のない重苦しい

フォルム、そして厳粛で聖職者的なドレープ

は不快で扱いにくい。それらは憂愁、束縛、

圧制の表現であった。そして筋肉の生命力の

否定でもあり、非常に重たい生地で退屈な色

彩の反衛生的な中で充分に使われてきた。

なぜか、今日路上の群集、劇場は、悲しい

リズム、葬式、憂欝を持っているO

「今日我々は廃止しよう」

l、葬儀屋自身も喪服着用を拒もう。

2、色あせて、中立で、くすんだ、暗い色。

3、縞模様、格子柄、小さな水玉模様の生地。

4、いわゆる趣味のいい色合いのハーモニー。

5、裁断の均整、うんざりした憂愁、静止し

たラインの画一性。不可解な装飾全て。

6、不必要なボタンO

7、市制のきいたカラー、そしてカフスO

我々はゆったりとした懐旧の情や重圧から

人々を開放したい。

群衆を未来派によって色づけ、若返らせた

い。そして男性に美しく陽気な衣装を与えた
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図9 1914年の服のデザイン

個人蔵



し=。
「未来派衣装は次のようにあるべきである。」

l、ダイナミック。ダイナミックな色づけと

デザインの生地。

2、非対称。例えば、袖の先と上着の前面は

右が丸く、左が四角。ベスト、パンツ、

コートも同様に。

3、軽快。胴体の柔軟性を高め、そのはずみ

を助けるのに適していること。

4、シンプルで簡単。着脱が簡単。ある程度

のボタンは必要であるO

5、衛生的。全ての毛穴が自然に呼吸できる

カッテイングであること。窮屈なものす

べて、きつく締めたベルトも避ける。

6、楽しさ。明るい虹色の生地。筋肉のよう

な色、紫、赤、緑、青、黄、オレンジ、

朱。

7、輝き。周囲に光を強く放つ発光性の生地。

雨が降った時、わびしさ、メランコリー、

黄昏を和らげる。

8、意欲的。激しく、攻撃的な色。白、グレ

ー、黒。

9、飛行。色調のグラデーションによる雰囲

気、ダイナミックなラインを結びつける

こと。

10、非耐久性。身体の活気を取り戻し、そし

て繊維産業を優遇できるO

11、変化。「修正」の効果による。絶えず新し

い服を考案する。

服の多様性に途方にくれるであろう。この

ダイナミックな服が騒々しい道路の中を走る。

そして宝石屋の巨大なショーウインドウのあ

ちこちに未来派衣装が増えるだろう。

ミラノ、 1914年5月20日

画家ジャコモ・パッラ

実は、この宣言が出されるにあたっての手書

き原稿(図11)が1963年トリノにおけるパッラ

の初めての大回顧展準備の折に発見され同展覧

会カタログに報告された。 1913年の末から 1914

年の初めにかけて作成され、タイトルは同じで

ある。パッラはこれをマリネッティに宛てた。

マリネッテイは当時、未来派運動本部公式発行

物の作成総監督、兼エディタ一代表者であった。

翻訳にもマリネッテイが当たっている。この手

書き原稿は、 1914年に入った数ヶ月後にマリネ

ッティや他の活動家との討議をした上で削除や

追加を行い新たに修正された。この修正原稿が

下地となりミラノの未来派運動本部から LE

v亘TEMENTMASC肌，1NFl庁U悶STEManifes犯と

して公式発行された。原稿はいずれも公式発行

フランス語版と同じ形式で、序論、否定的な内

容を示す部分、未来派衣装を提案した部分、結

論から成っている。

手書き原稿の序論は後になって消されている

が、判読は可能である。

「我々未来派は革新という偉業を限られた期

間で執行する、久しく思いこまされてきた

あらゆる因習はいかなるものか討議する、

近代の希求する簡素さにおいていまだに服

装はひどく保守的である 13)oJ 
次に、否定的内容については、

「消滅させよ、うわべのみで、色あせ、陰欝

で、すさみ、退屈で、不衛生な保守派衣装

を。廃止すべき生地は、締麗なだけで、空

想的で、中立で、くすんだ色で、縞やら格

子柄や水玉の柄。カッテイングや仕立てに

ついては、均衡のとれたライン、野暮な折

り返しゃ装飾、糊のきいたカフスや衿とい

った画一性の廃止。停止すべきは喪服のよ

うな偽善的な見てくれだけの良さ。路上、

劇場、カフェの群集に悲しげな伝統が反映

してしまっている凶。」

続く、未来派衣装を提案した内容については、

「未来派衣装創出が必要である。大変楽しく、

粋で、多色、ダイナミック、シンプルなラ

イン、非耐久性で繊維産業を促進し、我々

の肉体に快楽を絶え間なく与えるものO 使

用すべき生地は筋肉色、極めの紫、赤、青、

黄、オレンジ、朱、白、灰、黒の色調構成

のものO 抽象的な三角、円錐、堺、旋、楕円、
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Cielote蜘白山orgialb出回

Afiscinemafot Barbafinesviol16) J 
とある。続いて消去された部分を判読すると、

「我々未来派衣装の鮮やかさは、偉大な友、

パラッツェスキの主張を助けることができ

る川4
この部分の削除は 1914年4月イタリアの詩人

アルド・パラッツェスキPalazzeschi，A.( 1885閏

1974)が未来派から分離したためである。

最後に「マリネッテイへJ、署名「パッラ」で

終わる。そして、「女性服のため未来派宣言を出

す」と続く。

手書き原稿に修正が加えられた後、公式発行

フランス語版となるまでにどのようにパッラの

考えが変化していったのであろうか。

手書き原稿の序論には反論があって後に消さ

れたと言われる。内容を比較すると、手書き原

稿における表現は固い。しかし、公式発行フラ

ンス語版では 19世紀から続いている男性の重く

暗い服装について衛生面、色彩面から否定した。

言葉自体は具体的になり、わかりやすくなった。

会議採rニ.....，....- 権
~， 

続く否定的内容と未来派衣装を提案する内容

についてはいずれも趣旨としての大きな変化は

みられないが、大きく分けた番号を修正の時点

で付け加え、公式発行フランス語版になると、

それぞれの内容ごとに構成番号を付けて箇条書

きにしたことで、非常にわかりやすくなり、多

くの部分で詳述された。また、言葉も印象に残

るものを用い、表現自体が明確になった。例え

ば未来派衣装を提案する内容では、修正の段階

で、積極的、意欲的、激しい、飛行的、軽快、

陽気、光るフォルムや色、りん光が加わり、公

式発行フランス語版でこれらは間接的に要約さ

れたり、組み込まれた。また、未来派の最新の

方向として「多様性」という新たな要素を修正

の際に提示している。また公式発行フランス語

版で否定的内容の中に4、趣味のいい色合い、 6、

不必要なボタンが加わった。

そして最後の結論部分についても大きな変化

はみられない。

このように、手書き、修正、フランス語版の

内容については特別大きな変化はみられない

が、手書き原稿に修正が加えられた段階で形容

的表現が新たに幾つか加わったり、ラインに関

図11 手書き原稿の一部

( 58 ) 



しては抽象的な表現となった。これには芸術家

としての未来派的考えが入ってきたと考えられ

る。

デッサンに関しては手書き原稿、公式発行フ

ランス語版、同年の9月11日に発行されるイタ

リア語版の 3点とも類似したものではあるが決

して同一ではない。

Y IL VESTITO ANTINEUTRALE 

Manifesto futuriata 

1914年9月11日正VES百roANTINEUTRALE 

Man証回:tofu回is阻(図12)が発行された。

「未来派反中立衣装」

一=一口出旦

「我々は戦争を支持する、世界の唯一の衛生法

なのだから。」マリネッテイ

(第一回未来派宣言1910年2月20日)

「アシナーリ・デイ・ベルネッツォ万歳 !J
(第一回未来派の夕べ

1910年2月ミラノオペラ座)

人類は常に平穏で、慎重で、用心深く、お

どおどとした身なりをして、常に喪服や宗教

服を着用してきた。肉体は常にぼやけた中立

の色調で小さく表現され、黒色で意気を弱め

させ、ベルトで締め上げられ、ひだで覆われ

てきた。

今日まで人類は均衡のとれた色彩とフォル

ム、つまりドレーフ。が入ったり、儀式用だっ

たり、不便で、聖職者用といった衣装を用い

てきた。それらは消極性、憂欝、束縛感を感

じさせ、筋肉の動きを阻止し、重過ぎるもの

で、うんざりするような、弱々しくすさんだ

不鮮明の色調の生地における過去主義の不衛

生には息苦しさを感じてきた。苦悩的、葬的、

暗潅な色調とリズムである。

「今日、我々は廃止しよう」

l、中立、退屈、ファンタジー、そして薄暗

い全ての色調。

2、規則的、教師風な色調とスタイル。縞模

様、格子柄、水玉模様。

3、喪服、墓掘人にさえも不適当。英雄の死

は哀れむものでなく、赤い服で追悼しょ

っ。
4、平凡なバランス、いわゆる趣味の良さ、

色調においてフォルムにおいてのいわゆ

る調和、これらは熱狂心を悪とし歩みを

緩慢にさせる。

5、シルエットの対称性、安定したラインは、

疲労化させ意気を弱めさせ悲哀をもたら

し、筋肉をくくりつける。野暮ったい折

り返しやすべての装飾の画一性。不要な

ボタンO 糊のきいたカラーやカフス O

我々未来派は、あらゆる中立からおどおど

した事勿れ主義の範曙から、拒絶的悲観主義

からノスタルジックで現実離れした軟弱さか

ら、我々の種を開放し、斬新に未来派の責で

イタリアを着色し、好戦的で愉快な装いをイ

タリア人に与えたい。

「未来派衣装は次のようにあるべきであるJ
l、積極的。強者の勇気を高揚し臆病な感覚

を喪失させるものO

2、軽快。肉体の柔軟性、闘争での士気を高

めるものO

3、ダイナミック。生地はダイナミックな柄

と色。それは速度、攻撃、そして平穏や

不動への憎悪をもたらす。

4、シンプルで簡単。着脱が楽であること。

そして川を渡り泳ぐのに適応したものO

5、衛生的。長い歩行、困難な上がり道でも

皮膚が呼吸出来るようなものO

6、楽しさ。熱狂的な色彩、虹色の生地。筋

肉の色、極めの紫、赤、青、緑、黄、オ

レンジ、朱を使用。

7、発光。りん光を発する布。それは憶病者

たちの集会で恐れをあおる。雨の時も発

光する。更に路上で日没後の暗さを明る

くする。

8、意欲的。戦場における命令のように激し

く、倣慢で衝動的な柄と色彩。

9、非対称的。袖口や上着身ごろの右は四角
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く。非凡な反撃的ラインO

10、非耐久性。肉体の絶え間ない快楽と生気

を回復させる。

11、多様性。変化の手段(異なる生地、幅、

厚み、柄、色彩)はいつでもどこでも自

由に。そうすれば各人がいつでも好きな

服を創出できる。変化は横暴で、不快で、

当惑的で、決定的で、戦闘的である。

未来派の帽子は、非対照的で攻撃的で陽気

な色。未来派の靴は、ダイナミックで左右で

形も色も異なり、全ての中立主義者を蹴り飛

ばすにふさわしい。

衣装を身に付けることは、行動、思考と同

じである。中立は、全過去主義者の総合であ

る。我々未来派は反中立的に、楽しく好戦的

に着こなす。

年寄りは同調しないであろう。

イタリアの全ての若者は、認めるであろう。

不可欠で緊急の大戦のために我々が携えてい

る輝かしい未来派の旗を。

政府が恐れと不決断の過去主義者的装いを

破棄しないなら、我々が着ている三色旗の赤

を2∞倍にも 1∞倍にもする。

ミラノ、 1914年9月11日

ジャコモ・ノTッラ

未来派運動指導部及び全イタリア

未来派グループの同意による

これは5月11日に発行された宣言のイタリア

語版である。この時まで未来派運動本部はイタ

リア語版を発行しないが、度重なる運動表明の

中で、この時期において未来派評論の関心がま

たたく聞に広がったことを認識したからであっ

た則。「未来派男性衣装宣言」とあったタイトル

は「未来派反中立衣装宣言」と変更された。す

でに「中立」という表現がフランス語版、イタ

リア語版ともに見られるが、そこでは廃止すべ

く衣装の色のーっとして使われ、どっちつかず

の色や中間色を意味していると考えられる。し

かしここで、は中立国への対抗を意味する「反中

立」という意味で強く表現した。当時ヨーロッ

パでは、 6月28日、オーストリアの皇位継承者

がボスニアのサラエボで暗殺された(サラエボ

事件)ことを受けて、一ヶ月後の7月28日、第

一次世界大戦が勃発した。 8月に入りドイツが

宣戦布告してから急速に戦火は広まったが、ド

イツの友邦であったイタリアは、オーストリ

ア=ハンガリーとの領土問題から 8月2日に中立

宣言を発表した。好戦主義者であったマリネッ

テイは参戦的反中立という意味で「反中立衣装」

という表現に変更した。特に戦争に対しては結

論の部分で直接言及し、中立的立場を攻撃して

いる。すなわち、イタリア語版では政治的性格

が強く反映していた。

パッラはイタリア語版に施された方針の変更

の際、 1915年末に展示することになる連作にと

りかかっていた。そのためか、後の家族による

回想の中で、「パッラはこのような変更にあまり

賛成ではなかったが受け入れた同」とある。また、

マリネッティが未来派衣装を三色旗で構成する

という案に対するパッラの当惑20) もあった。ま

た「イタリア語版は、オリジナルとは全く異な

る。マリネッテイは宣言を利用し、文章のみな

らずパッラのデザインまでもルッソロ、ボッチ

ョーニらの作とするにまで及んだ。その意図は、

マリネッティの戦略に未来派の集団、統一の意

志を公式化することにあった21)Jとも言われてい

る。しかし、実際にはパッラは納得し、マリネッ

テイが独占的に介入したわけでもなく、デッサン

も彼自身のものであった22)。事実、宣言は既に5

月にフランス語版が発行されていたのであり、

ノTッラの了解なしとは考え難い。マリネッテイ

は恐らく、運動の政治的倫理的の目的にかなっ

た機能的な版を求めていた23)。

しかしながら二つの宣言の内容を比較しなが

ら読み進めていくと、この新宣言の内容の基本

的な概念はほぼ一致している。伝統的なメンズ

スーツの暗い色は重く、ベルトで体を締め付け、

筋肉の動きは妨げられ、精神的にも憂欝で、不

衛生である。未来派の新しい衣装はいわゆる

“趣味の良さ"やすべての調和と安定した単調さ
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を崩し、未来派の存在を通して群衆をダイナミ

ツクに、そして陽気に若返らせ、色付けるよう

提案している。そして序論では、イタリア語版

で平穏、慎重、用心深い、おどおどとして、な

ど抽象的な表現が加わったものの、同じように

憂愁で不衛生、不鮮明な色調であるとしている。

続いて、否定的な内容については、羅列順序が

異なるが、番号を整え簡潔にし、幾つか表現が

加わった。例えばイタリア語版2では、「規則的、

教師風な色調とスタイル」がフランス語版3の

「縞模様、格子柄、水玉模様Jに加わった。フラ

ンス語版1の「喪服着用の廃止」にはイタリア

語版3で「赤い服で追悼」が追加した。イタリ

ア語版、フランス語版ともに4の「いわゆる趣

味の良さや色合い」はイタリア語版で「平凡な

バランス」が追加された。イタリア語版5の

「対称的なラインは悲哀をもたらし、筋肉を縛り

付け、そして画一的な野暮な折り返しゃ装飾の

画一性、不必要なボタン、糊のきいたカラー、

カフス」はフランス語版の5、6、7である。そ

して結ぴの、フランス語版「若返らせ陽気な衣

装を与えたい」についてはイタリア語版では触

れておらず、「斬新に未来派の責でイタリアを着

色し、好戦的愉快な装いをイタリア人に与えた

い」ときっぱりとした表現に変わり、反中立を

展開させている。そして言葉自体を好戦的に変

化させることによって、新しい衣服の闘争的な

特徴があらわにされた。ここで注目すべき点は、

フランス版も同様であるが、「今日我々は廃止し

よう」で、未来派宣言における集団の意思で、パ

ッラ個人のものではない。イタリア語版では特

に最後で「未来派イタリア運動指導部、及び全

イタリア未来派グループの同意による」とあり、

我々未来派が自分たちの言葉を通しての形にな

っている。

未来派衣装を提案した内容についても、それ

ぞれ順番が異なるが、内容的にはイタリア語版

は実践的な性格をもっO イタリア語版1I積極

的」は、手書き原稿に見られ、フランス語版で

は存在せず新たに盛り込まれた。イタリア語版

2、フランス語版3I軽快」は、「闘争での士気を

高める」と明確にされた。イタリア語版3、フ

ランス語版1IダイナミックJは生地の柄や色

彩の闘争的なねらいがイタリア語版に新しく入

った。ここからはイタリア語版、フランス語版

とも順番は同じだが、強調点が異なる。 4Iシン

プルで簡単」はイタリア語版でボタンに関する

記述が削除され、実践的なあり方が述べられて

いる。 5I衛生」は圧迫についてのフレーズがイ

タリア語版ではなく、行動的な面「長い歩行、

困難な道でも皮膚が呼吸出来るように」が加わ

った。 6I楽しさ」は同様。 7I発光」では、「怖

がりたちの集会で恐れをあおる」が付け加えら

れた。 8I意欲的」は「戦場における命令のよう

に激しく倣慢で衝動的な柄と色彩」というよう

に実践的なものとなった。イタリア語版9I非
対称」は、フランス語版2で、ラインは上着以

外のベスト、ズボン、コートに関しては除かれ

た。(フランス語版9I飛行」はイタリア語版に

はない。)10 I非耐久性」は繊維産業の発展に関

する言及が欠如された。 11I多様性」は好戦的

な言葉で表現された。

続く結論の「未来派の帽子は非対称で攻撃的
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で陽気な色J、「未来派の靴はダイナミックで左

右形も色も異なり全ての中立主義者を楽しく蹴

り飛ばすにふさわしいJは、イタリア語版で挿

入された新しい要素である。「中立は全過去主義

の総合で、未来派は反中立的に、楽しく好戦的

に着こなす。イタリアの全ての若者は認めるで

あろう。我々が携えている不可欠で緊急の大戦

のために未来派の旗を。不決断の政府に対して

未来派は身につけている三色旗の赤を増大させ

る。」というようにイタリア語版では決定的に好

戦的で、衣装を輝かしい未来派の旗に変え、三

色旗の服を通し反中立の宣伝をするという彼ら

の思想と宣伝の道具としての未来派衣装の役割

カ守志められる。

デッサンに関してはフランス語版と同一で

あるが、解説が異なる。フランス語版1ページ

目は「グレーの服、黒のデザイン、赤と青で

変化させる、緑のベスト、昼用」が、イタリ

ア語版では「白、赤、緑の服。未来派自由語

詩人マリネッテイ、朝用」となった。フラン

ス語版2ページ目は「白い服。赤、青のデザイ

ン、白のベスト、朝用」とあるのに対し、イ

タリア語版では「白、赤、緑の服」すなわち

イタリアの三色旗である。 3ページ目にある

「多様性」については「楽しく好戦的」がイタ

リア語版で加わった。 4ページ目、右はフラン

ス語版では「黒い服。緑、黄色のデザイン、

白のベスト、夜用」とあるが、イタリア語版

では「未来派画家・彫刻家ボッチョーニO 白、

赤、緑の服、夜用Jo4ベ}ジ目、右上「体を 1

枚の布で着こなす衣装」はイタリア語版では

「未来派カツラによる 1枚仕立ての赤い服」に

なった。右下の「長くたっぷりとしたシャツ

と上着の組み合わせjはイタリア語版で「未

来派効果音係、自転車部隊志願ルッソロの緑

のシャツと赤と緑の上着」と変化した。

V おわりに

ILe V邑TEMENTMASCULIN FUTURISTE 

ManifesteJの手書き原稿には「次回は未来派女

性衣装宣言Jという予告があるように、パッラ

は女性衣装よりも男性衣装に優先順位を置い

た。それは男性衣装が女性衣装に比べて近年、

変化や新奇性、自己表現に欠けていたからであ

った。そこで未来派衣装は社会の前面に出てい

た男性に向けられたのである。その煽動的な攻

撃は、未来派がこきおろす伝統的で憂愁な環境

のみでなく、社会の代表者に対してであった刻。

未来派は宣言だけでなくデモストレーション

も行っている。パッラが参加したイヴェントと

しては 1914年12月11、12日、ローマ大学で行わ

れた。それは反中立衣装の実現でもあった。未

来派の一人が「輝く未来派の旗、三色」の衣装

を着た姿も見られた。当初想定したのは3着で

あったが準備が間に合わず当日は一着をカンジ

エツロ(F.Canziullo)が着用した。彼は 1914年の

初頭に未来派服を着用し、先導者でもあった。

もともとは9月に行われたミラノでのデモスト

レーションの後ローマにむけて企画されていた

衣装は3着(一着はマリネッティ用、一着はカ

ンジ、エツロ用、一着はパッラ用)であった。 3着

ともデザイン、ラインが異なり、色は赤、白、

緑、そして生地にはフランネルが使用された。

当時の新聞、コリエラ・デッラ・セーラ紙によ

ると「未来派カンジ、エツロは着席し、ポケット

から大仰に白、赤、緑の帽子を取り出すと耳ま

で深々とかぶった。そして外套を脱ぎ、格好の

いい未来派衣装を見せたが、やはり同じ色使い

であった。一同の反応をどう表現していいもの

か。叫ぴやら、口笛やら拍手の渦で思いがけな

い出で立ちの未来派カンジ、エツロの出現を歓迎

したのだ、ったお)oJこのローマ大学サンエンツア

校で、のパフォーマンスの後、一同はマリネッテ

イを先頭にカンジ、エツロを胴上げし、サンピエ

トロの建築学部へ行列で、向かった。ローマでの

他のデモストレーションも加わったが、このフ

ァッションショーの一団が最も注目されたいた

パッラが未来派の一員としてその理念に忠実

であったのは 1912年から数年の聞に留まる。戦

後間もなくミラノで聞かれた展覧会では帽子を
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デザインし「未来派ファッション」部門に出品

している 27) ものの、 1919年以降はイマジネーシ

ョンと芸術への関心が弱まり、家具や置物など

実用品のデザインに移行していった。一方、未

来派全体の動きとしては 1918年の第一次世界大

戦終結とともに次第に終罵へと向かっていった。

未来派はもともと言葉で表現することに始ま

り、時間を経て芸術上の表現を見出していった。

従つである意味では理論が先行していたと考え

られる。二つの衣装宣言の中でも難解な未来派

的表現が多く用いられ、創作した衣装そのもの

としてはわかりやすいが、時折書かれたものと

作品が結びつかない部分もあった。それがこの

改革を成功させるに至らなかった理由のひとつ

かもしれない。しかしながら、未来派スーツの

独特な発想と創作は、今でも引き付けられる。

未来派が試みたメンズファッションの改革は、

スーツだけでなく装飾品にまで及び、パッラだ

けでなく、デペーロ F.Depero、タイアート

E百J.ayaht、シーテD.Site、クラーリT.Crali、ドッ

トーリ Dottoriらによっても進められた。彼らの

プロジ、エクトと多数の作品及びデッサンが残っ

ており、次回は続編として、それらを検証して

いきたい。

最後に、本稿の執筆に際し懇切な御指導を賜

った辻ますみ教授、そして貴重な御助言を頂い

た道明美保子教授、またイタリア語翻訳で全面

的に御協力を頂いた翻訳家佐藤公子氏に深く感

謝申し上げる。

自主

1) ウンベルト・ボッチョーニ (UmbertoBoccioni 

1822-1916) 1910年に未来派画家宣言に著名し

てから 1914年まで同派の理論の中心的担い手とし

て活動。

ジーノ・セヴエリーニ (GinoSeverin 1833同 1966)

1901年ローマでパッラと出会い教えを受けた。

1906年以降はパリで活動。

カルロ・カツラ (CarloCarra 1881・1966) 1908年

ボッチョーニと出会いその後未来派の一員となっ

た。

ルイジ・ルッソロ (LuigiRussolo1855・1947)未来

派画家宣言に著名する前はマリネッティの「ポエ

ジア(ミラノを本部とする文芸誌。未来主義を予

告するような詩を仏語で発表)Jグループで活動。

2) 1996年7月22日から 9月 15日までモスクワのプ

ーシキン美術館にてパッラ展を開催。 (PabioBenzi，

Balla. Milano， 1996) 

3) 1997年3月から 6月にかけてニューヨークのグツ

ケンハイム美術館にて開催。(Germano 

C白elan凶l此t.Art/F子伯F向as油hion爪1，1997)

4) 1998年 10月から翌 1999年 1月にかけてロンドン、

ヘイワードギャラリーにて開催。 (Addressingthe 

century 100 years of art & fashion，Hayward 

Gallery， 1999 ) 

5) Enrico Crispolti.IL FUTURISMO E LA MODA，Vene-

zia.1986 

本書は、男性服と女性服の革新に寄せる未来派

の関心の推移を扱ったものである。パッラの多方

面に渡る豊富な作品群やその他の未来派による

様々なプロジェクトと作品について 1910年代初

頭から 30年代末期を対象とし再考している。第

一部をモードの再構成と題し、歴史的にみたモー

ドにおける未来派の活動を再現し論じている。第

二部では未来派の衣装だんす題し、衣装の品目ご

とに未来派の試みを掲げ、個々の作家の独自性が

認識されるように成っている。

6) ibid.，p.65 

7) ibid.，p.66 

8) ibid.，p.66 

9)エドワード・ルーシー・スミス、篠原資明他訳、

20世紀画家列伝、岩波書庖、 1995年、 p.51

10) E.Crispolti.op.cit.，p.67 

11) ibid.，p.68 1912年から 1913年にかけて運動中の物

体を表現する絵画に取り組む。 1912年「繋がれた

犬の力学Jでは女主人の揺れるスカートの裾の傍

らで慌しく足と尾を動かしているダックスフント

を，同年「バイオリニストの手」では奏者の手が幾

つもの違った位置で連続的に動く様子を描き、運

動の物理的現象を独自の様式で表現した。 1913年

「つばめの飛行」では、つばめが装飾的背景を連続

的に横切るという動きを表現した。

12) ibid.，pp.68-69 

13) ibid.，p.69 

14) ibid.，pp.69・72
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15) ibid.，p.72 

16) ibid.，p.72同派は時折、既存の言語を変化させた

「自由語」を用いていた。

17) E.Crispolti.op.cit.，p.72 

18) ibid.，p.69 

19) ibid.，p.74 

20) ibid.，p.74 

21) ibid.，p.79 

22) ibid.，p.79 

23) ibid.，p.79 

24) ibid. ，p.17 

25) ibid.，p.98 

26) ibid.，p.98 

27) E.L.スミス、前掲著、 p.52
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